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日本地質学会,総会およびシンポジウム,横浜国立大

学(学術講演会は10月に富山大学で)
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堆積学研究会,春季研究集会,神奈川県立博物館

(横浜市)
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日本海洋学会,1990年度春季大会,東京水産大学

(港区)
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地震学会･地球電磁気地球惑星圏学会･日本火山学

会･日本測地学会･日本地球化学会･合同春季大会,

東京工業大学(大岡山)
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構造地質研究会,1990年春の例会および総会,奈良市

｢飛火野荘｣
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灯�畭潮�牴�牡�楣慮�慴慂慳�灰���

tionsofPhotogrammetryandRemoteSensing,筑

波第一ホテル,茨城県つくほ市,間い合わせ先:〒171

東京都豊島区南池袋2-8-17第一豊南ピル目本写真

測量学会Te1.03-984-7040
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物理探査学会,平成2年度総会･春季学術講演会,

中央大学駿河台記念館(東京都千代田区)
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日本分析化学会,第51回分析化学討論会,佐賀大学

教養部
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日本古生物学会,第137回例会,瑞浪化石博物館

(岐阜県瑞浪市)
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AGUおよび国内関連学会共催,金沢(会場は市内公

共施設),間い合わせ先:〒152目黒区大岡山2-12-1

東京工業大学理学部応用物理学教室本蔵義守助教授
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BenthicForaminifera(第4回底生有孔虫国際シン

ポジウム),仙台市間合せ先;仙台市荒巻字青葉

東北大学理学部地質学古生物学教室高柳洋吉教授,
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日本地質学会,第97年学術大会,富山大学
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周收����瑩潮����極浯湂楯浩�牡��

ZatiOn.小田原市アジアセンタｰ,間い合わせ先:

〒102千代田区富士見1-9-20日本歯科大学歯学部

病理学教室須賀昭一Tel.03-261-8311
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日本分析化学会,第39年会,名古屋工業大学
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Exploration:一TheUseofArtiicialInte11igence,

1990)(鉱床探査のための人工知能国際会議),東京大

学山上会館･工業技術院筑波共用講堂,間い合わせ先

〒107港区赤坂9-6-41乃木坂ビル資源･素材学

会Te1.03-402-0541
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第2回目ソ･同位体比地球科学シンポジウム,東京大

学(本郷),間い合わせ先:東京大学理学部地球物理

学教室小嶋稔教授
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29thIntemationa1Geo1ogica1Congress(第29回万

国地質学会議),国立京都国際会館,間い合わせ先:

〒305筑波学園郵便局私書箱65第29回IGC事務局,
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MARGIN(Mtg.),London.(R.Ha11,Dep仁Geo1.Sci.,
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PACROFI皿(3rdPan-AmericanConferenceonRe-

��捨潮�畩����潮猩��奥�楴����漬

Canada,(E.Spooner,PACROFI皿,Departmentof
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AMERIcANGE0冊YsIcALUNI0N(Mtg),Ba1timore
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P.O.Box979,Tu1sa,Ok1a.,7岳101).
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鴛警鴬ζ二㌣合は地質ニュｰス編集委1
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地質ニュｰスが読まれるために

学術雑誌などでも,受け取って一番最初に読むところ

はニュｰス覧だと言う話をよく聞きます｡これだけ情報

量の多い時代にたると,手軽に目を通せるもので世の中

の動きをつかもうとするのが当然の成り行きかも知れま

せん｡

地質ニュｰスを定期的に購読しているわけではありま

せんので,多くのことは言えませんが,学術論文とは違

った面白さもあって,機会があれば,目を通すようにし

ています｡それ故に,見当違いのこともあるかも知れま

せんカミ,気づいたところを書いてみました｡

1.地質ニュｰスの購読者の職種,年齢構成,興味を持

ったもの(事項)など,アンケｰトをとってみる必要

がある｡

2.地質調査所の宣伝機関誌をむ相としていくたら,関

連学協会とのったカミりを持つ内容として,建設関連,

海洋土木関連業たどを含めた読者を念頭におき,“土

と基礎"たみの広い内容として外部にも執筆を依頼す

る｡

例:地質図と基盤地盤,宅地造成と地盤,地質防災と

軟弱層,液状化たどといったタイトル｡

3.上記の内容を,以前シリｰズにされていた音波探査

講座のようたものとして,基礎から応用編まで含めて

特集を組む｡

4.自然保護的た見方も意見として受け入れていく｡

5.美しい自然現象,災害などを含めたトピック写真を

スライド,絵葉書として作り,教材資料にできるよう

にしておく｡トピックについても普段から情報収集す

るスタッフを必要とするかも知れたい

巡検案内コｰナｰをシリｰズで｡

地質学(地質)の歴史的な発展･変遷史だと資料を

収集して,社会的な地質学の二一ズが,時代と共にど

の様に移り変わってきたかをレビュｰして将来を展望

する連載物や,地調略史(&37出版)を物語風にアレ

ンジしたものなどがあっても良いと思う｡

8.対象を専門家,あるいは大学生(教養｡r専門課程)

か,高校生(高学年)程度にするのか,基準とたるタ

ｰゲットを決めることも検討する｡読者層を広げよう

とするたらぱ,普及書を目指し,高校地学程度の内容

にすることも考慮する必要がある｡

安間恵(川崎地質株式会社海洋調査部)

〒143東京都大田区大森南3-23-17
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